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要約 

末梢循環腫瘍細胞又は希少細胞分離用デバイスは、体液中の末梢循環腫瘍細胞又は希少 

細胞を捕捉することができる窪みと、該窪みに形成され末梢循環腫瘍細胞又は希少細胞以 

外の体液細胞を通過させることができる孔を有する金属フィルターを備える。 

特徴／セールスポ

イント 

CTC又は他の希少細胞の迅速、高率な回収を達成し、さらに簡便なCTCの回収、診断を可能にする。

金属フィルター材質は、CTC、希少細胞などの細胞に対する毒性が非常に低い。 

金属フィルターを用いたCTC分離デバイスは、そのまま顕微鏡観察することができる。またCTCを濃

縮後、CTC(細胞)をマニピュレーターやその他の方法で回収し、細胞診や免疫染色などの種々の染

色ができ、Liquid biopsy としての利用も可能である。 

主な応用分野 

末梢循環腫瘍細胞(CTC)又は他の希少細胞を分離する金属フィルター。 

「他の希少細胞」とは、がん患者の腹水、腹腔洗浄液、リンパ液、髄液などの体液に含まれる希少

な腫瘍細胞（「希少がん細胞」）をいう。 

一般病院などの医療機関や大学医学部などの研究機関、教育機関。 

開発状況 

20～30 例規模の肺がん、乳がん患者検体を用いた臨床研究により見いだされた課題に対して種々

の改良を行い、実地臨床でもほぼ使用可能な実用試作機を完成させた。現在、多施設共同の中規模

の臨床研究を開始しており、臨床データを蓄積中である。その後、先進医療に申請し、PMDA 認可

をめざす。この間に、事業化に向け企業と交渉をすすめる。 
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